









高等動物の生理的及ぴ病理的状態 を 細 胞レベ ル，
及び細胞 下レベ ルか ら追求す る。 特に成人病(糖尿
病， 動脈硬化症， がんなど ) に 関係す る騨臓 ラ ンゲ
ルハ ンス 島細胞や動脈 内皮平滑筋細胞など
.
を材料 と
し て， そ れ ら の細胞の病理的状態 の発生過程 を 生化
学的に解明 し ， 成人病の予防 と 治療に役立て た い。
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